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［図表など］  

 

 

図２（１）-１ 小田原漁港に設置した撮像装置（2021 年 10 月 28 日） 

 

図２（１）-２ 深層学習のモデル別魚種判別および体長推定の結果例 
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表２（１）-１ モデルごとの mAP 

 

表２（１）-２ 令和３年度に取得した画像データ（枚）と作成した教師データ数（尾） 
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表２（１）-３ 重複度別教師データ数（尾） 

 

重複度 アノテーション数（尾）
100 22,064
75-99 34,196
50-74 11,083
25-50 8,772
25以下 9,213
合計 85,328

表２（１）-４ 露出箇所別教師データ数（尾） 

 

表２（１）-５ 画角度別教師データ数（尾） 

 

表２（１）-６ 撮影場所別教師データ数（尾） 
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表２（１）-７ 解析に使用されたクラスの魚体数および予測評価（AP50, mAP） 
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表２（１）-８ 魚種別教師データ数（尾） 

 

ラベル名 アノテーション数（尾） ラベル名 アノテーション数（尾）
マアジ 20,575 チダイ 161
マサバ 11,432 イサキ成⿂ 149
ヤマトカマス 5,140 ホウボウ 133
ウルメイワシ 4,694 シロギス 132
サバ類 4,677 スズキ 122
マルソウダ 4,441 イカ類 111
ブリ 4,038 カイワリ 109
スケトウダラ 3,608 カレイ有眼側 108
マダイ 3,180 ハダカイワシ類 107
ハモ 2,861 タイ類 101
アカカマス 2,742 カレイ無眼側 93
カマス類 1,791 トビウオ類 78
マルアジ 1,384 クロムツ 73
ゴマサバ 1,285 アブラガレイ 70
アジ類 953 カタクチイワシ 68
メアジ 908 ゴンズイ 68
イワシ類 856 マダラ 67
イサキ幼⿂ 822 スミクイウオ 67
ソウハチ 808 ソウハチ無眼側 66
クロダイ 739 ハダカイワシ 65
ソウダガツオ類 682 コノシロ 62
シロサバフグ 622 スマ 58
ヒラソウダ 588 エソ 56
マイワシ 433 ニシン 55
ヒラメ 370 カジカ類 50
スルメイカ 330 ヒレグロ 49
クロシビカマス 322 ヘダイ 49
ケンサキイカ 315 カレイ類 48
ムロアジ 287 アオリイカ 43
オアカムロ 223 ムロアジ属 43
サバフグ類 211 シイラ 40
サワラ 201 カワハギ 40
ネンブツダイ 195 ムツ 39
クロサバフグ 190 ヤリイカ科 36
タラ類 173 キチジ 30



54 

 

 

表２（１）-８ 魚種別教師データ数（尾）（続き） 
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［今後の課題］  

 サンプルサイズが足りない種や光条件での教師データの収集 

 重複度が高い個体を検出するための手法の検討 

 FRESCO への送信時間を短縮する手法の検討 

 画像取得から資源評価に使用可能なデータへの出力までを可能とするシステムの開発 

［資源調査評価事業に受け渡す事項］ 特になし 
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表２（１）-９ FRESCO への画像アップロード時の結果 

 

表２（１）-10  FRESCO からの画像ダウンロード時の結果 

 




